
平成３０年度 第１回 足立区地域保健福祉推進協議会 

「子ども支援専門部会」 
平成３０年７月２０日 

件 名 放課後子ども教室の平成29年度実施状況と平成30年度の方針について 

所 管 部 課 学校運営部学校支援課、生涯学習振興公社 

内 容 

 放課後子ども教室の平成２９年度実施状況と平成３０年度の方針に 

ついて、次のとおり報告する。 

 

１ 平成２９年度実施状況 ※（ ）内は２８年度 

（１） 全学年実施校 ６３校（６０校） 

 

（２） 週５日実施校 ６８校（６８校） 

週５日未実施の綾瀬小は、放課後子ども教室週２日と学校管理に

よる校庭遊びを週３日行っている。なお、千寿第八小と足立入谷小

の２校はスタッフ不足等により週５日実施を一部休止中である。 

（３）図書室活用 

図書室活用校・・・・・６９校（６９校） 

 

（４）実施会場数別 

実施会場は、校庭・教室・体育館・図書室等であり、実施日の 

   学校の行事や天候等により、図書室以外に、校庭・体育館・教室等

の会場を組み合わせて実施している。 

ア ２会場・・・・・・・・ ５校（ ４校） 

イ ３会場・・・・・・・・２５校（２３校） 

ウ ４会場・・・・・・・・３９校（４２校） 

※ 新田小は２校舎６会場で実施している。 
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（５）登録児童数・延参加児童数・延開催日数 

 

 

※ ２９年度から小学校の夏休み日数が増えたことにより、延参加

児童数と延開催日数が減となった。 

 

 

２ 平成３０年度の方針について 

（１） 事業内容の充実 

  ア 全学年実施校の増に向けた支援 

    各校の状況にあった課題解決策の提案や実行委員会及び学校 

との協議の場を提供していく。 

  イ 夏休み実施に向けた支援 

    学校に対する周知や実施内容に関する実行委員会及び学校と 

の調整を行っていく。 

  ウ 体験機会の充実 

    民間企業等の団体と連携したプログラムやスタッフが実施で 

きるプログラムの開発・紹介を行っていく。 

（工作、楽器体験、将棋、投げる遊び、読書通帳等） 

 

（２） 安定運営の支援 

  ア 各実行委員会に対する支援の継続 

    （運営用品の準備や現場への巡回、事故の対応や会議日程の調整

及び資料作成等） 
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  イ 全ての実行委員会参加による運営委員会、ブロック会議にお 

ける情報交換や課題の検討 

  ウ スタッフ確保の支援と研修等によるスキルアップ 

  エ 利用案内等による保護者、地域への事業趣旨のＰＲ 

 

 



平成３０年度 第１回 足立区地域保健福祉推進協議会 

「子ども支援専門部会」 
平成３０年７月２０日 

件 名  保育施設保育料の改定及び幼稚園等保育料保護者補助金の改定につい

て 

所 管 部 課  子ども家庭部 子ども政策課 子ども施設入園課 

内 容 

 

平成２９年度「足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会」

から、低所得者層の保育施設等保育料について無償相当の措置をとるべ

きとの答申が出された。これを受け、平成３０年４月より以下のとおり

保護者負担の軽減を行った。 

 

１ 認可保育所、認定こども園、小規模保育事業、家庭的保育事業 

住民税非課税世帯及び住民税所得割非課税世帯の保育料を０円（無

償）に改定した。 

 

（１）認可保育所、認定こども園（長時間利用） 

対象 
現行（月額） 

改正後 
標準時間 短時間 

住民税非課税世帯 
（Ｂ階層） 

3,600円 3,500円 

０円 
（無償） 

住民税所得

割非課税世

帯（Ｃ階層） 

３歳児

未満 
6,700円 6,600円 

３歳児

以上 
6,100円 6,000円 

（２）小規模保育事業、家庭的保育事業（給食実施）０歳～２歳児利用 

対象 
現行（月額） 

改正後 
標準時間 短時間 

住民税非課税世帯 
（Ｂ階層） 

3,200円 3,100円 
０円 

（無償） 住民税所得割非課税

世帯（Ｃ階層） 
6,000円 5,900円 
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（３）家庭的保育事業（給食未実施）０歳～２歳児利用 

対象 
現行（月額） 

改正後 
標準時間 短時間 

住民税非課税世帯 
（Ｂ階層） 

2,600円 
０円 

（無償） 住民税所得割非課税

世帯（Ｃ階層） 
4,800円 4,700円 

 

（４）区立認定こども園（短時間利用）４・５歳児利用 

対象 現行（月額） 改正後 

住民税非課税世帯 及び 
住民税所得割非課税世帯 

3,000円 ０円 
（無償） 

 

２ 認証保育所 

生活保護受給世帯、住民税非課税世帯及び住民税所得割非課税世帯

への助成額を拡大した。 

階層 改正前 改正後 

Ａ階層（生活保護受給世帯） 20,000円 

22,000円 Ｂ階層（住民税非課税） 18,000円 

Ｃ階層（住民税所得割非課税） 15,000円 

※ 助成の要件として、認証保育所との契約保育料額が月ぎめ

42,000円以上（０歳児）としているため、児童年齢助成 20,000

円との合計額が42,000円となるように改定した。 

 

３ 私立幼稚園（認定こども園の幼稚園利用を含む） 

施設で保育料を決定し徴収するため、住民税非課税世帯及び住民税

所得割非課税世帯に対しては、無償化相当になるよう区から支払われ

る保護者助成を増額した。 

 

４ その他 

２０１９年１０月から国による幼児教育無償化を実施する予定であ

り、詳細がわかり次第お知らせする。（別紙 情報連絡事項２－１参照） 

 

 





平成３０年度 第１回 足立区地域保健福祉推進協議会 

「子ども支援専門部会」 
平成３０年７月２０日 

件 名 足立区教育・保育の質ガイドライン改定版の発行について 

所 管 部 課 子ども家庭部 子ども施設指導・支援担当課 

内 容 

平成３０年４月、「幼稚園教育要領」、「幼保連携型認定こども園教育・

保育要領」の改訂および「保育所保育指針」の改定に伴い、「足立区教育・

保育の質ガイドライン」の見直しを行い、下記のとおり配付した。 

 

記 

１ 目的 

 区内の全ての教育・保育施設において大事にしてほしい教育・保育の

内容を具体的に示し、各施設での教育・保育の実践及び振返りに活用す

る。 

２ 主な変更点 

・新要領･新指針との整合性をもたせるため文言、表現を変更した。 

・理解の助けとなる具体例、実践例のワンポイントを充実させた。 

・自己評価に利用しやすくするためチェック項目を整理し「保育実践振

り返りシート」として別冊にした。 

・カラー印刷、インデックスを付ける等、読みやすさ使いやすさを向上

させた。 

３ 配付先・配付数 

幼稚園、認定こども園 

認可保育所、公設民営保育所 

認証保育所、小規模保育事業所 

 

教育・保育従事者全員分 

家庭的保育事業所 

企業主導型保育事業所 
各２部 

区立小学校 １学年の学級数に２を加えた部数 

区立中学校 各１部 

区役所内関係所管 適宜 

４ 教育･保育施設全体会の開催 

平成３０年６月２９日（金）１８時１５分～２０時３０分 

西新井文化ホールにおいて、施設長を集めて、改定版の概要を説明すると

ともに、学識経験者による講演を実施した。 
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平成３０年度 第１回 足立区地域保健福祉推進協議会 

「子ども支援専門部会」 
平成３０年７月２０日 

件 名 足立区子ども施設指定管理者の評価結果について 

所 管 部 課 子ども家庭部 子ども施設運営課 

内 容 

子ども施設指定管理者１６施設の平成２８年度業務について、足立区

子ども施設指定管理者選定等審査会（以下「審査会」という。）による評

価を行ったので、報告する。 

 

１ 主な業務内容 

（１） 保育事業の実施に係る業務 

（２） 施設の維持管理に関する業務   

 

２ 評価対象期間  平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 

 

３ 施設名称及び評価結果等 

№ 
施 設 名 称 指定管理者 

評価点 評価 
指定管理料（円） 代 表 者 名 

1 
やよい保育園 （福）博友会 

９６.８ Ｂ＋ 
192,405,589 川下 勝利 

2 
さつき保育園 （福）江北会 

１０８.２ Ａ 
211,219,302 野口 澄夫 

3 
せきや保育園 （福）桑の実会 

１０６.８ Ａ 
135,516,207 桑原 哲也 

4 
青井保育園 （福）からしだね 

１１１.２ Ａ 
201,228,141 春見 静子 

5 
東保木間保育園 （福）高砂福祉会 

１０４.１ Ａ 
164,729,703 篠塚 雅之 

6 
谷在家保育園 （福）わかば会 

１０４.５ Ａ 
139,292,793 石川 晴雄 

7 
伊興大境保育園 （福）高砂福祉会 

１００.０ Ａ－ 
166,278,316 篠塚 雅之 

8 
新田さくら保育園 （福）じろう会 

７９.４ Ｂ 
120,354,274 久芳 敬裕 

9 
水神橋保育園 （福）聖華 

１０７.３ Ａ 
171,630,612 白須賀 まり子 

10 
千住保育園 （福）太陽会 

１１１.０ Ａ 
185,211,748 藤木 二幸 
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11 
竹の塚保育園 （株）ﾍﾞﾈｯｾｽﾀｲﾙｹｱ 

９８.１ Ａ－ 
184,905,881 滝山 真也 

12 
興本保育園 （福）太陽会 

１０９.２ Ａ 
141,765,677 藤木 二幸 

13 
竹の塚北保育園 （福）三樹会 

１０５.３ Ａ 
171,704,440 細野 智樹 

14 
新田おひさま保育園 （福）太陽会 

１０５.９ Ａ 
110,616,831 藤木 二幸 

15 
青井おひさま保育園 （福）水の会 

１０４.１ Ａ 
106,348,878 小林 信子 

16 

新田三丁目なかよし 

保育園 
（福）南流山福祉会 

９２.８ Ｂ＋ 

69,873,430 西臣 正男 

※評価項目及び評価基準は、別添 情報連絡事項４－１評価結果資料を参照

 

４ 審査会開催日  平成３０年３月２６日 

 

５ 審査会委員構成（計６名） 

種  別 氏  名 役  職  等 

学識経験者 

（有識者含む） 

永沼 充 帝京科学大学学長補佐 

教育人間科学部長 

寺倉 克佑 公認会計士・税理士 

関係団体代表 青木 光夫 足立区社会福祉協議会常務理事 

区職員 

川口 真澄 福祉部長 

今井 伸幸 衛生部長 

鳥山 高章 子ども家庭部長 

 

６ 評価方法 

   審査会への提出資料の確認及び実地調査により実施。 

   ＜確認資料＞ 

１ 基本協定書 ７ 事故への対応 

２ 年度協定書 ８ 個人情報取扱い 

３ 保守・点検完了報告書 ９ 賃金台帳 

４ 研修計画書・報告書 10 収支報告 

５ 防災への配慮 11 利用者アンケート 

６ 防犯への配慮 12 就学前教育の取り組み 

 

 

 

内   容 



７ 審査会での主な意見と対応等 

（１） 年１回の遊具点検は、法令による規定はないものの専門事業

者に委託した方がよいのではないか。 

    対応策：専門事業者の点検がされていない３園に対し、

専門事業者による点検を実施するよう助言した。 

（２） 午睡チェックは一人ひとりの状況がわかるシートを導入する

こと。 

     対応策：区で使用している午睡チェックシートを送付し、

変更するよう助言した。  

（３） 評価シートは、保育の質が保たれているか、民間ならではの

工夫があるか、といった評価が行えるよう改善が必要である。 

     対応策：評価項目及び内容等を見直し、改善を進める。 

 

８ 評価結果の公表 

足立区ホームページに平成３０年６月２５日掲載済 

 

９ その他 

（１）今回の評価結果を指定管理者に説明し、今後の業務改善につ

なげていくよう指導した。 

（２）業務改善状況は、実地調査等により引き続き確認を進めてい

く。 

（３）評価項目や配点は、保育の質および利用者満足度を向上につ

ながるよう見直しを行う。 

 















































































































































平成３０年度 第１回 足立区地域保健福祉推進協議会 

「子ども支援専門部会」 
平成３０年７月２０日 

件 名 
区立あやせ保育園の都立東綾瀬公園防災トイレ南側広場への移転に

関する取り組み状況について 

所 管 部 課 
子ども家庭部子ども施設運営課 政策経営部経営戦略推進担当課 

資産管理部営繕管理課 都市建設部企画調整課 

みどりと公園推進室みどり推進課 学校運営部学務課 

内 容 

区立あやせ保育園の都立東綾瀬公園防災トイレ南側広場への移転に関

する現在の取り組み状況について報告する。 

１ 住民からの質問・要望事項のうち、検討事項とした項目に関する関係

機関との協議状況と区の対応方針 

（１）周辺道路に路上駐車禁止を大きく掲示すべきである。 

   ア 綾瀬警察署回答 

（ア）標識の大きさは法令で定められていること、また既に周辺

道路には必要な駐車禁止標識を設置していることから、新た

に大きい標識を設置することはできない。 

（イ）道路交通法では、駐車した当該車両の右側の道路上に 

３.５ｍ以上の余地がないこととなる場所においては、駐車

してはならないと定められており、園舎東側及び西側の区道

は幅員が４ｍでありこの規定に該当する。こうした法定駐車

禁止違反が成立する場所では標識を設置しない。 

イ 区対応方針 

今後、区において立て看板や電柱幕などによる注意喚起の表示

を行う。 

（２）送迎時の混雑により周辺道路における混乱が予想されるため、信号

機を設置することが望ましい。 

ア 綾瀬警察署回答 

周辺交通量等の状況から設置する必要性は低い。 

イ 地元要望 

平成３０年５月１７日、綾瀬町会自治会連合会長から綾瀬警察

署長に対して、信号機設置要望書を提出した。 

ウ 区対応方針 

今後、区において周辺道路への保育園あり、交差点強調等のペ

イント及び飛出し注意の看板を設置する。 

 

（３）保育園建設により死角や暗がりが増え、犯罪の増加が懸念されるた

情報連絡事項５ 



め、路上・通路を監視する防犯カメラを設置してほしい。 

ア 区対応方針 

（ア）街灯の設置については、園舎完成後に現地の状況を確認 

  の上、必要に応じて設置を検討する（園舎の壁面への設置 

  も含む）。 

（イ）園舎に防犯カメラを６台設置する。また、園舎周辺の区道

に防犯カメラ３台を増設する。これにより、園舎周辺道路の

死角は解消される。 

（４）遊具を増設してほしい。また、隣接する公衆トイレを改修し、身障

者用トイレ、おむつ替えシート、幼児用便器等を兼ね備えたユニバー

サルデザインにしてほしい。 

（５）わくわく広場北側区画の芝地は、傾斜・凹凸があり利用しづらいた

め、平らにして子どもがボール遊びなどを楽しめる場所にしてほし

い。 

ア 地元要望 

上記（４）、（５）について、地域住民からの要望事項として、

平成２９年１０月３日、１２月４日、平成３０年５月２１日に東

京都へ伝えた。 

イ 東京都回答 

（４）の公園遊具について 

保育園開園後の利用実態を見て、必要があれば再度要 

望してほしい。 

（４）の公衆トイレについて 

既に洋式便器化され、身障者用トイレも整備されてお 

り、現段階では改修計画はない。 

ウ 区対応方針 

（４）の公衆トイレについて 

あやせ保育園は、「赤ちゃん休憩室」実施施設とし て、開

園時間中は住民におむつ替えや授乳のスペースを 提供して

いく。また、公園を利用する乳幼児が保育園のトイレを利用

することも可能である。 

（５）について 

具体的な実施内容を東京都と協議していく。 

 

 

 

 

 

 



２ 新園舎内覧会の実施について（予定） 

 対象者 日程 

１ 都議会議員、

区議会議員 

８月２０日（月）～２４日（金） 

の間で１時間程度 

２ 報道関係者 ８月２０日（月）～２４日（金） 

の間で１時間程度 

３ 地元町会・自

治会長 

８月２５日（土） 

９時～１０時 

４ あやせ保育園

保護者 

８月２５日（土） 

１０時３０分～１１時３０分 

５ 一般区民 ８月２５日（土） 

１３時３０分～１５時３０分 

 

※１ 議員、報道関係者、地元町会・自治会長、あやせ保育園保護者に

は、個別に案内状を送付する。 

※２ 一般区民向けの内覧会は、区ホームページ、地元町会・自治会の

回覧や掲示板で周知する。 

 

３ 今後のスケジュール 

・引越し作業    ９月１日（土）～９月２日（日） 

・新園舎運営開始  ９月３日（月） 

 

４ その他 

・区で実施する安全対策等は、保育園の移転までに完了させる。 

・保育園移転後も運営状況等を注視し、必要な対策を講じていく。 

・移転に伴う定員増分の入所は、平成３０年１０月から実施する。 

 

 

 

 

 



平成３０年度 第１回 足立区地域保健福祉推進協議会 

「子ども支援専門部会」 
平成３０年７月２０日 

件 名 民設民営による認可保育所の運営予定事業者の選定等について 

所 管 部 課 待機児対策室 子ども施設整備課 

内 容 

待機児童解消アクション・プランに基づき、認可保育所を自ら整備し

て平成３１年４月１日に開設、運営する事業者について、足立区子ども

施設指定管理者選定等審査会の答申を受けて以下のとおり選定したので

報告する。 

また、認可保育所を自ら整備して平成３１年４月１日に開設、運営する

予定の事業者について、選定の取消しがあったので報告する。 

 

１ 審査会開催日及び審査件数 

（１）審査会開催日 

   平成３０年３月２６日（月） 

（２）審査件数 

   小台二丁目、大谷田地域、江北・扇地域 各１事業者 

（３）選定等審査会委員（平成３０年３月３１日時点） 

種 別 氏 名 役 職 等 

学識経験者 

（有識者含む） 

野口 晴子 

【会長】 

早稲田大学政治経済学術院 

大学院政治学研究科 教授 

永沼 充 

【副会長】 
帝京科学大学学長補佐 

佐々木 由美子 東京未来大学こども心理学部教授 

寺倉 克佑 公認会計士・税理士 

区内関係団

体の代表者 

市村 智 
足立区民生・児童委員協議会会長

職務代理者 

青木 光夫 足立区社会福祉協議会常務理事 

区職員 

川口 真澄 福祉部長 

今井 伸幸 衛生部長 

鳥山 高章 子ども家庭部長 

 

２ 運営予定事業者 

（１）小台二丁目（江南住区センター：区施設活用） 

  ア 名  称 社会福祉法人千葉学園   

 

  イ 所 在 地 埼玉県三郷市中央一丁目２番地１ 

ザ･ライオンズ三郷中央２１６号  

情報連絡事項６ 



 ウ 運営施設 認可保育園２園（みさとしらゆり保育園、外）など   

  エ 施設計画 ・予定地  小台二丁目４５番４号 

         ・定 員  ９０名予定（１～５歳児） 

１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

１２ １２ ２０ ２３ ２３ ９０ 

         ・案内図 

     

  オ 財務状況調査の結果 

    Ｂ「良好である」 

  カ 選定理由等 

    平成３０年２月９日の審査会で基準となる総合評価点数の６割

を超える６割７分近くの点を獲得したものの、教育・保育や児童の

安全管理に関する提案などで十分に審査ができない項目があった

ため、選定を保留した。事業者に追加資料を提出させたうえで平成

３０年３月２６日に再度審査会に諮り、選定された。 

  ※審査結果の詳細は別紙 情報連絡６－１のとおり 

 

（２）大谷田地域 

ア 名  称 株式会社モード・プランニング・ジャパン  

イ 所 在 地 中央区銀座六丁目６番５号  

ウ 運営施設 認可保育所１０園（府中中河原雲母
きらら

保育園、外） 

東京都認証保育所１０園（板橋雲母
きらら

保育園、外） 

エ 施設計画 ・予定地  大谷五丁目２６番地内 

         ・定 員  ６０名予定（０～５歳児） 

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

６ １０ １１ １１ １１ １１ ６０ 

  

 

 

 

 

 

★ 



・案内図 

     

 オ 財務状況調査の結果 

    Ａ「非常に良好である」 

カ 選定理由等 

    基準となる総合評価点数の６割を超える６割６分近くの点を獲

得した。園長予定者の適性の評価は低かったが、他の項目は基準を

超えており、特に行政からの指導に対する法人の姿勢の評価は高

く、選定された。 

  ※審査結果の詳細は別紙 情報連絡６－１のとおり 

 

（３）江北・扇地域 

  ア 名  称 株式会社global
グローバル

 bridge
ブリッジ

 

  イ 所 在 地 墨田区錦糸一丁目２番１号 

  ウ 運営施設 認可保育園２３園（あい・あい保育園幕張園、外） 

小規模保育施設７園（あい・あい保育園桜川園、外） 

  エ 施設計画 ・予定地  扇二丁目２７番地内 

         ・定 員  ６０名予定（０～５歳児） 

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

６ １０ １１ １１ １１ １１ ６０ 

         ・案内図 

    

  オ 財務状況調査の結果 

★ 

★ 



    Ｃ「やや不安定であり、業績の信頼性に不安がある」 

    税理士のコメント「過去３期の業績は不安定であるが、財務安全

性は比較的良好であり、当面の不安はない。」 

カ 選定理由等  

    基準となる総合評価点数の６割を超える６割５分近くの点を獲

得した。行政からの指導に対する法人の姿勢、園長予定者の適性及

び経営の安定性の評価は低かったが、他の項目は基準を超えてお

り、特に開設準備の実効性の評価は高く、選定された。 

  ※審査結果の詳細は別紙 情報連絡６－１のとおり 

 

３ 運営予定事業者の選定取消しについて 

（１）整備予定地域 

   栗原四丁目６番７号（旧栗原職員寮跡地：区有地活用） 

・案内図 

     

（２）選定を取消した運営予定事業者 

ア 名  称 社会福祉法人 樹
いつき

 

  イ 所 在 地 千葉県流山市南流山一丁目１７番地４ 

  ウ 運営施設 認可保育園３園（聖華いつき保育園、外２園） 

（３）選定取消しの理由 

   運営予定事業者から「収支計画上の不安に伴い本件地での整備・運

営は難しいと判断したので、選定を辞退したい」との申し出があった

ため。 

（４）第二順位として選定した運営予定事業者 

ア 名  称 社会福祉法人興
こう

善 会
ぜんかい

 

  イ 所 在 地 荒川区西尾久七丁目２６番４号 

  ウ 運営施設 認可保育園２園（子どもの家愛育保育園、外１園） 

  エ 施設計画 定員 １０２名予定（０～５歳児） 

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

９ １５ １８ ２０ ２０ ２０ １０２ 

  オ 財務状況調査の結果 

    Ａ「非常に良好である」 

★ 



※審査結果の詳細は別紙 情報連絡６－１のとおり。 

  ※２０１９年９月開設予定 

 

 



配 点 得 点 割 合

4,800 3,184 66.3%
960 709 73.9%

960 406 42.3%

960 693 72.2%

960 693 72.2%

960 683 71.2%

11,200 7,470 66.7%

800 530 66.3%

800 585 73.1%

800 495 61.9%

800 540 67.5%

800 525 65.6%

800 510 63.8%

800 540 67.5%

800 530 66.3%

800 545 68.1%

800 540 67.5%

800 550 68.8%

800 510 63.8%

800 540 67.5%

800 530 66.3%

800 490 61.3%

800 490 61.3%

2,400 1,830 76.3%
800 610 76.3%

800 620 77.5%

800 600 75.0%

2,400 1,644 68.5%

2,400 1,602 66.8%
800 492 61.5%

800 630 78.8%

800 480 60.0%

24,000 16,220 67.6%

0

0% 0 －

0% 0 －

16,22067.6%

67.6%

評 価 項 目

（６）利用者とのトラブルについての未然防止策と対処法が的確である。意見・要望等を集め、保育園運営に
　　反映させる工夫がなされている。

（１）園舎配置が適切である。（駐輪・駐車スペースの確保など）

（２）保育室等の配置が適切である。（保育室にゆとりがある、子どもの導線など）

（３）保育所の基準を正しく理解した園舎設計となっている。（事務室、医務室、調理室等の配置など）

（４）避難経路が安全に確保されている。（２か所２方向以上に避難経路があるなど）

（５）特別保育事業について、留意点や特色が示され、料金設定が適切である。募集要項で求めた以上の特
　　別保育事業の提案がある。

民設民営による認可保育所整備・運営予定事業者　審査結果表

１　開設準備の実効性（開設保育所について）　

【小台二丁目（区施設）】

４　園長予定者の適性

（７）職員採用計画が具体的かつ確実性のあるものである。職員の配置計画が適切であることに加えて、職員
　　の処遇改善に向けての取り組みがなされている。

（８）新人研修や人材育成研修による保育士の資質向上のための研修が、計画的かつ適切である。職員の健
　　康管理について、健康診断や検便、福利厚生など、適切な計画がなされている。

（５）開設スケジュールが適切である。（工事入札や行政検査が考慮されている）

２　保育所運営能力、提案内容

（１）保育所運営方針や保育理念が的確である、年間計画が適切である。法人本部が運営施設を適切にサポ
　　ートする体制が整っている。

（２）保育課程について、年齢ごとに適切な計画が提案されている。食育計画、保健計画、年間指導計画のね
　　らいや内容が適切である。

（３）足立区教育・保育の質ガイドラインをふまえ、教育・保育の質向上のための取組みが提案されている。

（４）地域及び保護者との連携の下、円滑に園運営を行うための工夫がなされている。家庭への情報発信、保
　　護者との連携方法が適切である。

３　行政からの指導に対する法人の姿勢

（１）指導検査の指摘事項に対し、適切な改善策を講じている。
　　　（指摘がない場合は、指摘される前に適切な対策を講じているとみなす。）
　　　（指導検査をまだ受けていない場合は基準点とする。）

平成30年3月26日

法人名：社会福祉法人千葉学園

別紙６－１

得点割合

（３）効率性

小計

７　加点項目

（１）区内事業者加点

（２）ワークライフバランス推進企業に認定

最終得点

2,400 1,644

（９）園児の安全管理に関するマニュアルが適切に整備され、実践に活かされている。

（10）避難訓練、不審者訓練、消火訓練等、事故を未然に防ぐ工夫がある。

（11）個人情報の具体的な取扱いルールが的確である。保護者に対して個人情報の利用目的を的確に周知
　　している。職員への個人情報の取扱いに関する教育が適切である。

（12）医療機関と連携した園児の健康管理が行われている。乳幼児突然死症候群（SIDS）に対する対策が適
　　切に行われている。

（13）衛生管理マニュアルが整備され、実践に活かされている。

（14）給食には季節感を取り入れ、食育に対する明確な考え方が示されている。アレルギー対応マニュアルが
　　整備され、医療機関と連携した対応が考えられている。

68.5%

６　経営の安定性　【税理士による財務診断結果を参考】

（１）安全性

（２）収益性

（１）保護者からの相談や苦情内容の論点整理をし、的確かつ誠実に対応できる。

（２）園運営に対する熱意と意欲があり、倫理観に裏付けられた人間性や専門知識をもって職員指導ができる。

（３）災害、事故、疾病等に適切な対応ができる危機管理能力がある。

５　実地調査

提案内容との整合性の調査として、（１）保育環境、（２）衛生管理、（３）安全管理、（４）保育内容、（５）個人情
報保護の５項目を、日々の保育の記録やチェックの様子の調査として、保育事務書類の確認を行った。



配 点 得 点 割 合

3,600 2,592 72.0%
720 532 73.9%

720 670 93.1%

720 542 75.3%

720 522 72.5%

720 326 45.3%

8,400 5,489 65.4%

600 410 68.3%

600 490 81.7%

600 360 60.0%

600 390 65.0%

600 417 69.5%

600 390 65.0%

600 400 66.7%

600 407 67.8%

600 370 61.7%

600 365 60.8%

600 360 60.0%

600 390 65.0%

600 370 61.7%

600 370 61.7%

600 480 80.0%

600 480 80.0%

1,800 890 49.4%
600 310 51.7%

600 280 46.7%

600 300 50.0%

1,800 1,211 67.3%

1,800 1,360 75.6%
600 390 65.0%

600 520 86.7%

600 450 75.0%

18,000 12,022 66.8%

0

0% －

0% 0 －

12,02266.8%

66.8%

３　行政からの指導に対する法人の姿勢

（１）指導検査の指摘事項に対し、適切な改善策を講じている。
　　　（指摘がない場合は、指摘される前に適切な対策を講じているとみなす。）
　　　（指導検査をまだ受けていない場合は基準点とする。）

平成30年3月26日

法人名：株式会社モード・プランニング・ジャパン

評 価 項 目

（６）利用者とのトラブルについての未然防止策と対処法が的確である。意見・要望等を集め、保育園運営に
　　反映させる工夫がなされている。

（１）立地、園舎配置が適切である。（駅、公園からの距離、周囲の状況、駐輪場など）

（２）保育室等の配置が適切である。（保育室にゆとりがある、子どもの導線など）

（３）保育所の基準を正しく理解した園舎設計となっている。（事務室、医務室、調理室等の配置など）

（４）避難経路が安全に確保されている。（２か所２方向以上に避難経路があるなど）

（５）開設スケジュールが適切である。（工事入札や行政検査が考慮されている）

２　保育所運営能力、提案内容

（１）保育所運営方針や保育理念が的確である、年間計画が適切である。法人本部が運営施設を適切にサポ
　　ートする体制が整っている。

（２）保育課程について、年齢ごとに適切な計画が提案されている。食育計画、保健計画、年間指導計画のね
　　らいや内容が適切である。

（３）足立区教育・保育の質ガイドラインをふまえ、教育・保育の質向上のための取組みが提案されている。

（４）地域及び保護者との連携の下、円滑に園運営を行うための工夫がなされている。家庭への情報発信、保
　　護者との連携方法が適切である。

（５）特別保育事業について、留意点や特色が示され、料金設定が適切である。募集要項で求めた以上の特
　　別保育事業の提案がある。

（３）災害、事故、疾病等に適切な対応ができる危機管理能力がある。

５　実地調査

提案内容との整合性の調査として、（１）保育環境、（２）衛生管理、（３）安全管理、（４）保育内容、（５）個人情
報保護の５項目を、日々の保育の記録やチェックの様子の調査として、保育事務書類の確認を行った。

民設民営による認可保育所整備・運営予定事業者　審査結果表

１　開設準備の実効性（開設保育所について）　

【大谷田地域】

４　園長予定者の適性

（７）職員採用計画が具体的かつ確実性のあるものである。職員の配置計画が適切であることに加えて、職員
　　の処遇改善に向けての取り組みがなされている。

（８）新人研修や人材育成研修による保育士の資質向上のための研修が、計画的かつ適切である。職員の健
　　康管理について、健康診断や検便、福利厚生など、適切な計画がなされている。

（９）園児の安全管理に関するマニュアルが適切に整備され、実践に活かされている。

（10）避難訓練、不審者訓練、消火訓練等、事故を未然に防ぐ工夫がある。

（11）個人情報の具体的な取扱いルールが的確である。保護者に対して個人情報の利用目的を的確に周知
　　している。職員への個人情報の取扱いに関する教育が適切である。

（12）医療機関と連携した園児の健康管理が行われている。乳幼児突然死症候群（SIDS）に対する対策が適
　　切に行われている。

（13）衛生管理マニュアルが整備され、実践に活かされている。

（14）給食には季節感を取り入れ、食育に対する明確な考え方が示されている。アレルギー対応マニュアルが
　　整備され、医療機関と連携した対応が考えられている。

得点割合

（３）効率性

小計

７　加点項目

（１）区内事業者加点

（２）ワークライフバランス推進企業に認定

最終得点

1,800 1,211 67.3%

６　経営の安定性　【税理士による財務診断結果を参考】

（１）安全性

（２）収益性

（１）保護者からの相談や苦情内容の論点整理をし、的確かつ誠実に対応できる。

（２）園運営に対する熱意と意欲があり、倫理観に裏付けられた人間性や専門知識をもって職員指導ができる。



配 点 得 点 割 合

3,600 2,895 80.4%
720 550 76.4%

720 651 90.4%

720 568 78.9%

720 568 78.9%

720 558 77.5%

8,400 5,468 65.1%

600 412 68.7%

600 417 69.5%

600 380 63.3%

600 402 67.0%

600 370 61.7%

600 382 63.7%

600 360 60.0%

600 365 60.8%

600 385 64.2%

600 375 62.5%

600 425 70.8%

600 405 67.5%

600 390 65.0%

600 400 66.7%

600 330 55.0%

600 330 55.0%

1,800 1,010 56.1%
600 350 58.3%

600 320 53.3%

600 340 56.7%

1,800 1,161 64.5%

1,800 890 49.4%
600 426 71.0%

600 232 38.7%

600 232 38.7%

18,000 11,754 65.3%

0

0% 0 －

0% 0 －

11,75465.3%

65.3%

評 価 項 目

民設民営による認可保育所整備・運営予定事業者　審査結果表

【江北・扇地域】
平成30年3月26日

法人名：株式会社global bridge

（５）特別保育事業について、留意点や特色が示され、料金設定が適切である。募集要項で求めた以上の特
　　別保育事業の提案がある。

１　開設準備の実効性（開設保育所について）　

（１）立地、園舎配置が適切である。（駅、公園からの距離、周囲の状況、駐輪場など）

（２）保育室等の配置が適切である。（保育室にゆとりがある、子どもの導線など）

（３）保育所の基準を正しく理解した園舎設計となっている。（事務室、医務室、調理室等の配置など）

（４）避難経路が安全に確保されている。（２か所２方向以上に避難経路があるなど）

（５）開設スケジュールが適切である。（工事入札や行政検査が考慮されている）

２　保育所運営能力、提案内容

（１）保育所運営方針や保育理念が的確である、年間計画が適切である。法人本部が運営施設を適切にサポ
　　ートする体制が整っている。

（２）保育課程について、年齢ごとに適切な計画が提案されている。食育計画、保健計画、年間指導計画のね
　　らいや内容が適切である。

（３）足立区教育・保育の質ガイドラインをふまえ、教育・保育の質向上のための取組みが提案されている。

（４）地域及び保護者との連携の下、円滑に園運営を行うための工夫がなされている。家庭への情報発信、保
　　護者との連携方法が適切である。

４　園長予定者の適性

（６）利用者とのトラブルについての未然防止策と対処法が的確である。意見・要望等を集め、保育園運営に
　　反映させる工夫がなされている。

（７）職員採用計画が具体的かつ確実性のあるものである。職員の配置計画が適切であることに加えて、職員
　　の処遇改善に向けての取り組みがなされている。

（８）新人研修や人材育成研修による保育士の資質向上のための研修が、計画的かつ適切である。職員の健
　　康管理について、健康診断や検便、福利厚生など、適切な計画がなされている。

（９）園児の安全管理に関するマニュアルが適切に整備され、実践に活かされている。

（10）避難訓練、不審者訓練、消火訓練等、事故を未然に防ぐ工夫がある。

（11）個人情報の具体的な取扱いルールが的確である。保護者に対して個人情報の利用目的を的確に周知
　　している。職員への個人情報の取扱いに関する教育が適切である。

（12）医療機関と連携した園児の健康管理が行われている。乳幼児突然死症候群（SIDS）に対する対策が適
　　切に行われている。

（13）衛生管理マニュアルが整備され、実践に活かされている。

（14）給食には季節感を取り入れ、食育に対する明確な考え方が示されている。アレルギー対応マニュアルが
　　整備され、医療機関と連携した対応が考えられている。

３　行政からの指導に対する法人の姿勢

（１）指導検査の指摘事項に対し、適切な改善策を講じている。
　　　（指摘がない場合は、指摘される前に適切な対策を講じているとみなす。）
　　　（指導検査をまだ受けていない場合は基準点とする。）

（１）保護者からの相談や苦情内容の論点整理をし、的確かつ誠実に対応できる。

（２）園運営に対する熱意と意欲があり、倫理観に裏付けられた人間性や専門知識をもって職員指導ができる。

（３）災害、事故、疾病等に適切な対応ができる危機管理能力がある。

５　実地調査

提案内容との整合性の調査として、（１）保育環境、（２）衛生管理、（３）安全管理、（４）保育内容、（５）個人情
報保護の５項目を、日々の保育の記録やチェックの様子の調査として、保育事務書類の確認を行った。

得点割合

1,161 64.5%

６　経営の安定性　【税理士による財務診断結果を参考】

（１）安全性

（２）収益性

（３）効率性

1,800

小計

７　加点項目

（１）区内事業者加点

（２）ワークライフバランス推進企業に認定

最終得点



配 点 得 点 割 合

4,800 3,779 78.7%
960 882 91.9%

960 882 91.9%

960 882 91.9%

960 462 48.1%

960 671 69.9%

11,200 8,140 72.7%

800 590 73.8%

800 605 75.6%

800 605 75.6%

800 585 73.1%

800 560 70.0%

800 555 69.4%

800 585 73.1%

800 605 75.6%

800 585 73.1%

800 585 73.1%

800 575 71.9%

800 585 73.1%

800 565 70.6%

800 555 69.4%

800 605 75.6%

800 605 75.6%

2,400 1,730 72.1%
800 565 70.6%

800 600 75.0%

800 565 70.6%

2,400 2,033 84.7%

2,400 2,006 83.6%
800 766 95.8%

800 630 78.8%

800 610 76.3%

24,000 18,293 76.2%

0

0% 0 －

0% 0 －

18,29376.2%

76.2%得点割合

2,033 84.7%

６　経営の安定性　【税理士による財務診断結果を参考】

（１）安全性

（２）収益性

（３）効率性

2,400

小計

７　加点項目

（１）区内事業者加点

（２）ワークライフバランス推進企業に認定

最終得点

（１）保護者からの相談や苦情内容の論点整理をし、的確かつ誠実に対応できる。

（２）園運営に対する熱意と意欲があり、倫理観に裏付けられた人間性や専門知識をもって職員指導ができる。

（３）災害、事故、疾病等に適切な対応ができる危機管理能力がある。

５　実地調査

提案内容との整合性の調査として、（１）保育環境、（２）衛生管理、（３）安全管理、（４）保育内容、（５）個人情
報保護の５項目を、日々の保育の記録やチェックの様子の調査として、保育事務書類の確認を行った。

４　園長予定者の適性

（６）利用者とのトラブルについての未然防止策と対処法が的確である。意見・要望等を集め、保育園運営に
　　反映させる工夫がなされている。

（７）職員採用計画が具体的かつ確実性のあるものである。職員の配置計画が適切であることに加えて、職員
　　の処遇改善に向けての取り組みがなされている。

（８）新人研修や人材育成研修による保育士の資質向上のための研修が、計画的かつ適切である。職員の健
　　康管理について、健康診断や検便、福利厚生など、適切な計画がなされている。

（９）園児の安全管理に関するマニュアルが適切に整備され、実践に活かされている。

（10）避難訓練、不審者訓練、消火訓練等、事故を未然に防ぐ工夫がある。

（11）個人情報の具体的な取扱いルールが的確である。保護者に対して個人情報の利用目的を的確に周知
　　している。職員への個人情報の取扱いに関する教育が適切である。

（12）医療機関と連携した園児の健康管理が行われている。乳幼児突然死症候群（SIDS）に対する対策が適
　　切に行われている。

（13）衛生管理マニュアルが整備され、実践に活かされている。

（14）給食には季節感を取り入れ、食育に対する明確な考え方が示されている。アレルギー対応マニュアルが
　　整備され、医療機関と連携した対応が考えられている。

３　行政からの指導に対する法人の姿勢

（１）指導検査の指摘事項に対し、適切な改善策を講じている。
　　　（指摘がない場合は、指摘される前に適切な対策を講じているとみなす。）
　　　（指導検査をまだ受けていない場合は基準点とする。）

（５）特別保育事業について、留意点や特色が示され、料金設定が適切である。募集要項で求めた以上の特
　　別保育事業の提案がある。

１　開設準備の実効性（開設保育所について）　

（１）園舎配置が適切である。（駐輪・駐車スペースの確保など）

（２）保育室等の配置が適切である。（保育室にゆとりがある、子どもの導線など）

（３）保育所の基準を正しく理解した園舎設計となっている。（事務室、医務室、調理室等の配置など）

（４）避難経路が安全に確保されている。（２か所２方向以上に避難経路があるなど）

（５）開設スケジュールが適切である。（工事入札や行政検査が考慮されている）

２　保育所運営能力、提案内容

（１）保育所運営方針や保育理念が的確である、年間計画が適切である。法人本部が運営施設を適切にサポ
　　ートする体制が整っている。

（２）保育課程について、年齢ごとに適切な計画が提案されている。食育計画、保健計画、年間指導計画のね
　　らいや内容が適切である。

（３）足立区教育・保育の質ガイドラインをふまえ、教育・保育の質向上のための取組みが提案されている。

（４）地域及び保護者との連携の下、円滑に園運営を行うための工夫がなされている。家庭への情報発信、保
　　護者との連携方法が適切である。

評 価 項 目

民設民営による認可保育所整備・運営予定事業者　審査結果表

【栗原四丁目（区有地）】
平成30年2月9日

法人名：社会福祉法人興善会



配 点 得 点 割 合

4,800 3,699 77.1%
960 886 92.3%

960 876 91.3%

960 876 91.3%

960 681 70.9%

960 380 39.6%

11,200 8,295 74.1%

800 590 73.8%

800 660 82.5%

800 550 68.8%

800 580 72.5%

800 540 67.5%

800 550 68.8%

800 550 68.8%

800 570 71.3%

800 620 77.5%

800 640 80.0%

800 635 79.4%

800 590 73.8%

800 610 76.3%

800 610 76.3%

800 610 76.3%

800 610 76.3%

2,400 1,780 74.2%
800 580 72.5%

800 610 76.3%

800 590 73.8%

2,400 2,199 91.6%

2,400 1,756 73.2%
800 646 80.8%

800 500 62.5%

800 610 76.3%

24,000 18,339 76.4%

0

0% 0 －

0% 0 －

18,33976.4%

76.4%得点割合

2,199 91.6%

６　経営の安定性　【税理士による財務診断結果を参考】

（１）安全性

（２）収益性

（３）効率性

2,400

小計

７　加点項目

（１）区内事業者加点

（２）ワークライフバランス推進企業に認定

最終得点

（１）保護者からの相談や苦情内容の論点整理をし、的確かつ誠実に対応できる。

（２）園運営に対する熱意と意欲があり、倫理観に裏付けられた人間性や専門知識をもって職員指導ができる。

（３）災害、事故、疾病等に適切な対応ができる危機管理能力がある。

５　実地調査

提案内容との整合性の調査として、（１）保育環境、（２）衛生管理、（３）安全管理、（４）保育内容、（５）個人情
報保護の５項目を、日々の保育の記録やチェックの様子の調査として、保育事務書類の確認を行った。

４　園長予定者の適性

（６）利用者とのトラブルについての未然防止策と対処法が的確である。意見・要望等を集め、保育園運営に
　　反映させる工夫がなされている。

（７）職員採用計画が具体的かつ確実性のあるものである。職員の配置計画が適切であることに加えて、職員
　　の処遇改善に向けての取り組みがなされている。

（８）新人研修や人材育成研修による保育士の資質向上のための研修が、計画的かつ適切である。職員の健
　　康管理について、健康診断や検便、福利厚生など、適切な計画がなされている。

（９）園児の安全管理に関するマニュアルが適切に整備され、実践に活かされている。

（10）避難訓練、不審者訓練、消火訓練等、事故を未然に防ぐ工夫がある。

（11）個人情報の具体的な取扱いルールが的確である。保護者に対して個人情報の利用目的を的確に周知
　　している。職員への個人情報の取扱いに関する教育が適切である。

（12）医療機関と連携した園児の健康管理が行われている。乳幼児突然死症候群（SIDS）に対する対策が適
　　切に行われている。

（13）衛生管理マニュアルが整備され、実践に活かされている。

（14）給食には季節感を取り入れ、食育に対する明確な考え方が示されている。アレルギー対応マニュアルが
　　整備され、医療機関と連携した対応が考えられている。

３　行政からの指導に対する法人の姿勢

（１）指導検査の指摘事項に対し、適切な改善策を講じている。
　　　（指摘がない場合は、指摘される前に適切な対策を講じているとみなす。）
　　　（指導検査をまだ受けていない場合は基準点とする。）

（５）特別保育事業について、留意点や特色が示され、料金設定が適切である。募集要項で求めた以上の特
　　別保育事業の提案がある。

１　開設準備の実効性（開設保育所について）　

（１）園舎配置が適切である。（駐輪・駐車スペースの確保など）

（２）保育室等の配置が適切である。（保育室にゆとりがある、子どもの導線など）

（３）保育所の基準を正しく理解した園舎設計となっている。（事務室、医務室、調理室等の配置など）

（４）避難経路が安全に確保されている。（２か所２方向以上に避難経路があるなど）

（５）開設スケジュールが適切である。（工事入札や行政検査が考慮されている）

２　保育所運営能力、提案内容

（１）保育所運営方針や保育理念が的確である、年間計画が適切である。法人本部が運営施設を適切にサポ
　　ートする体制が整っている。

（２）保育課程について、年齢ごとに適切な計画が提案されている。食育計画、保健計画、年間指導計画のね
　　らいや内容が適切である。

（３）足立区教育・保育の質ガイドラインをふまえ、教育・保育の質向上のための取組みが提案されている。

（４）地域及び保護者との連携の下、円滑に園運営を行うための工夫がなされている。家庭への情報発信、保
　　護者との連携方法が適切である。

評 価 項 目

民設民営による認可保育所整備・運営予定事業者　審査結果表

【栗原四丁目（区有地）】
平成30年2月9日

法人名：社会福祉法人樹



平成３０年度 第１回 足立区地域保健福祉推進協議会 

「子ども支援専門部会」 
平成３０年７月２０日 

件 名 一部の住区センター児童館の開館時間の変更について 

所 管 部 課 地域のちから推進部 住区推進課 

内 容 

平成３０年度から、一部の住区センター児童館の開館時間を下記のとお

り変更します。 

記 

１ 変更の理由 

学童保育室の待機児童対策および中学生の居場所づくりとして、一

部の住区センター児童館の冬季（１０月～３月）における利用時間を

１時間延長するため。 

２ 変更内容 

変更前 変更後 

【冬季（１０月～３月）】 

午前１０時（土曜日・学校休日

は午前９時）～午後５時 

【冬季（１０月～３月）】 

午前１０時（土曜日・学校休日

は午前９時）～午後６時 

※夏季（４月～９月）は現行通り午後６時までで変更なし。 

３ 開館時間が変更となる住区センター内児童館（全４１館） 

【平成３０年度から実施】（１１館） 

江北、六木、加賀、伊興、千住本町、加平、栗原北、興本、大谷田、 

長門、西伊興 

【平成２９年度から実施済み】（３０館） 

渕江、竹の塚六月、花保、東和、佐野、舎人、保塚、綾瀬、梅田、 

鹿浜、平野、東綾瀬、千住あずま、千住河原町、西新井栄町、梅島、 

中央本町、五反野、島根、西新井本町、扇、南花畑、江南、入谷、 

本木関原、東伊興、押皿谷、花畑、千住柳町、桜花 

４ 実施にあたっての対策 

 （１）３０年度から変更する１１館にも、児童の入退室時間を保護者が

携帯電話等で確認できる「入退室メール配信サービス」を夏休み前

までに導入する（事前登録が必要）。 

 （２）「夕焼け放送」と同時に児童への帰宅を促している。ただし、保護

者から学童保育並みの居残り希望があった場合は、できるだけ保護

者のお迎えをしていただくようお願いしている。 

 

情報連絡事項７ 



平成３０年度 第１回 足立区地域保健福祉推進協議会 

「子ども支援専門部会」 
平成３０年７月２０日 

件 名 平成28・29年度足立区ひとり親家庭実態調査の報告について 

所管部課 福祉部親子支援課 

内 容 

平成28・29年度に実施したひとり親家庭実態調査の結果を報告する。 

１ 調査の概要 

（１）平成28年度アンケート調査 

◇調査対象 児童育成手当受給資格のある区内の母子世帯、父子世帯の保護者 

◇抽出方法 児童育成手当受給資格者データから無作為抽出 

◇調査方法 自記式質問紙によるアンケート調査(郵送による送付・回収) 

（２）平成28年度聞き取り調査 

◇調査対象 平成28年度アンケート調査回答世帯の高校生以上の子ども・若者 

(聞き取り調査への協力依頼に対し協力申し出があり日程の都合が 

ついた方)。 

◇調査方法 個別インタビュー 

（３）平成29年度聞き取り調査 

◇調査対象 平成28年度アンケート調査回答世帯の保護者、および足立区で高 

等職業訓練促進給付金を活用した方(聞き取り調査への協力依頼に 

対し協力申し出があり日程の都合がついた方)。 

◇調査方法 ①グループインタビュー、②個別インタビュー 

２ 主な調査結果 

別紙 情報連絡事項８－１「概要版」に記載。 

３ 公開方法 

次の報告書をホームページで公開するとともに、親子支援課ひとり親家庭支援 

担当係(豆の木相談室)で閲覧可能とする。 

・平成28年度アンケート調査報告書 

・平成28年度聞き取り調査報告書 

・平成29年度聞き取り調査報告書 

・足立区ひとり親家庭実態調査概要版 

 

情報連絡事項８ 



 

 
 

 

 

平成30年6月 

調査の概要 

（１）平成28年度アンケート調査 

 ◇調査対象 児童育成手当受給資格のある区内の母子世帯、父子世帯の保護者 

 ◇抽出方法 児童育成手当受給資格者データから無作為抽出 

 ◇調査方法 自記式質問紙によるアンケート調査(郵送による送付・回収) 

 ◇調査時期 平成28年12月15日～平成28年12月28日 

 ◇有効回収数 813世帯 内訳：母子世帯693、父子世帯89、外国人世帯31(母子29、父子2） 

（２）平成28年度聞き取り調査 

 ◇調査対象 平成28年度アンケート調査回答世帯の高校生以上の子ども・若者(聞き取り調査への協力

依頼に対し協力申し出があり日程の都合がついた方)。 

 ◇調査方法 個別インタビュー 

 ◇調査時期 平成29年3月 

 ◇調査人数 24名 

（３）平成29年度聞き取り調査 

 ◇調査対象 平成28年度アンケート調査回答世帯の保護者、および足立区で高等職業訓練促進給付金

を活用した方(聞き取り調査への協力依頼に対し協力申し出があり日程の都合がついた

方)。 

 ◇調査方法 ①グループインタビュー、②個別インタビュー 

 ◇調査時期 平成29年10月～12月 

 ◇調査人数 ①40名、②17名 

 

世帯の状況 (1)平成28年度アンケート調査から 

（１）保護者の年齢 

 
  

単位 ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⾜⽴区ひとり親家庭実態調査概要版 

2.5

[値].0

40.3

32.9

3.1
0.30 1.1

21.3

49.4

21.3

6.7

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

母子世帯 父子世帯

情報連絡事項８－１ 



 

 

 

（２）ひとり親になった事情 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）ひとり親になってからの期間 

 

単位 ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の仕事について (1)平成28年度アンケート調査から 

（１）就業の状況 

 
 母子世帯 

  父子世帯 

 

（２）就業者のうち正規雇用の割合 

 

  母子世帯 

  父子世帯 

仕事をしている  79.9％ 

80.9％ 

13.4％ 6.6％ 

6.7％ 12.4％ 

無回答 仕事をしていない 

自営業 

3.6％ 
その他・無回答 

3.6％ 

正規  30.5％ 

  63.9％ 

非正規  62.5％  

9.8％ 12.4％ 

 

8.4％ 

4.2

34.2

28.7

17.9
14.3

0.7

[値].0

38.2

31.5

10.1 10.1

1.1

１年未満 １～４年 ５～８年 ９～１２年 １３年以上 無回答

母子世帯 父子世帯

離婚

76.4%

非婚・未婚

19.1%

死別

2.2%

その他

2.3%父子世帯

離婚

81.7%

非婚・未婚

11.1%

死別

6.5%
その他

0.7%母子世帯



 

□ 母子世帯 
■ 父子世帯 

 
①ここに注目！ ・母子世帯の正規雇用30.5％は、全国調査(＊)の44.2％より13.7ポイント低い。 

・母子世帯の正規・非正規別の就労収入を調べたところ、正規雇用であれば全国調査(＊)の平

均値 200万円を超える割合が高い。  ＊平成 28年度全国ひとり親世帯等調査(厚生労働

省) 

 

 正規・非正規別 前年就労収入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）母子世帯の就労状況の変化 

                   就労している                 
学校卒業後 

  第 1子妊娠前 
  第１子出産直後 
  ひとり親になる直前 
  ひとり親になった直後 

 

（４）母子世帯の転職希望 

 転職希望 
              転職希望理由(複数回答)   

収入が低い        61.8％  
収入があがる見込みがない 50.0％ 
休暇が取りにくい     24.8％ 

 

仕事と子育てのバランス (1)平成28年度アンケート調査から 

                 「よくある」「ときどきある」と答えた人の割合 

 

お子さんが学校に登校するより 

前に出勤することがありますか 

 

 

仕事の時間のせいで、 

子どもと過ごす時間が少ない 

49.2％ 

60.4％ 

67.3％ 

あり 44.4％ なし 54.5％ 

39.3％ 

73.6％ 

65.9％ 

73.6％ 

93.8％ 

81.8％ 

[値]%

[系列名], [値]%

[値]%

[系列名], [値]%

[系列名], [値]%

[値]%

[系列名], [値]%

[値]%

[系列名], [値]%

[値]%

[系列名], [値]%

[値]%

正規

非正規

全国調査(＊)平均値 200万円 



 

  



 

複数回答 

 

 

悩みや相談相手について (1)平成28年度アンケート調査から 
 

（１）あなたには、本当に困ったときや悩みがあるとき、相談できる人がいますか 

 

母子世帯  

父子世帯 

 

②ここに注目！ ・平成27年度「足立区子どもの健康・生活実態調査」で、「相談できる人がいない」とした保護

者の回答（5.7％）と比較し、格段に高い割合となっている。 

 
（２）悩んでいること（ご家族やあなたのこと） 

％ 

母子世帯 
現在 

悩んでいる 

過去に 

悩んでいた 
 父子世帯 

現在 

悩んでいる 
過去に 

悩んでいた 

自分の老後 71.4 8.2  自分の老後 74.2 13.5 
生活費が足りない 51.2 32.8  生活費が足りない 50.6 24.7 
職場環境や就労条件 48.9 26.0  自分の健康 47.2 25.8 

 

（３）悩んでいること（子育てやお子さんのこと） 

％ 

母子世帯 
現在 

悩んでいる 

過去に 

悩んでいた 
 父子世帯 

現在 

悩んでいる 
過去に 

悩んでいた 

子どもの進路 

学校選び 
46.9 12.1  子どもの進路 

学校選び 
47.2 11.2 

子どもの学力 

学校の成績 
40.7 10.8  子どもの学力 

学校の成績 
39.3 12.4 

子どもと過ごす時間

が少ない 
30.4 28.3  子どもと過ごす時

間が少ない 
38.2 24.7 

 

利⽤したい⽀援やサービス (1)平成28年度アンケート調査から 

 

母子世帯 ％  父子世帯 ％ 

子どもの進学費用の補助や支援 67.5  子どもの進学費用の補助や支援 62.9 

レジャー施設や宿泊施設を親子で利用する

ときに、利用料金の一部を補助 
55.1  レジャー施設や宿泊施設を親子で利用

するときに、利用料金の一部を補助 
49.4 

無料または割引料金で子どもと一緒に参加

できるレジャーツアー 
47.8  学校や家庭以外で子どもが学べる場所 41.6 

家賃や住宅費にかかわる補助や支援 40.7  無料または割引料金で子どもと一緒に
参加できるレジャーツアー 

41.6 

自分が仕事や職業に活かせる資格を取るた

めの費用補助や支援 
40.7  家賃や住宅費にかかわる補助や支援 34.8 

 

(2)平成28年度 子ども・若者たちへの聞き取り調査からわかったこと 

  いる   75.0％ 

50.6％ 

 20.2％  

 42.7％  

無回答 

4.8% 
 

いない 

6.7% 



 

（１）進路選択について 

 家族をはじめとするロールモデルが選択の決め手となっている例が多い。 
 「とりあえず」「たまたま」決めた進路選択は、その後、方針変更となっている例がある。 

（２）アルバイトについて 

 自分で使う費用は自分で稼ぐとの意識を持っており、なかには家計を支えている事例もある。 
 アルバイトの目的は、合宿、修学旅行、研修などのイベントに参加するため、との事例もある。 

（３）相談相手 

 親、親以外の親族、友人、知人、相談機関など多様であった。 
（４）ＤＶ・虐待 

 ＤＶの目撃、被虐待体験がありながらも、専門機関や学校などの第三者に相談できない事例がみら
れた。 

（５）家庭の経済的な状況 

 お金がかかる遊びやイベントの参加には慎重になっている例が多数あった。 
 経済的な事情から、習い事や塾に行きたいと言いづらい、辞めたという事例がみられた。 

（６）行政への要望 

 制服をはじめとする学校用品、部活、塾、高等学校の学費、就職準備、大学進学等を目的とした経
済的な支援への要望が多数あった。 

 一方で、居場所、体験支援、行政の相談窓口などの情報が行き渡っていない様子もうかがえた。 
 

(3)平成29年度 親たちへの聞き取り調査から分かったこと 
（１）相談について 

 母子、父子ともに親族、友人が相談相手としてあげられている。 
 一方、母子では「誰にも相談しなかった」という声があった。 
 聞いたことにしか答えない、対応者によって説明が違う、事業ごとに窓口が異なり分かりづらいな
ど、行政窓口が身近な相談窓口となっていない状況が把握された。 

（２）情報提供のあり方について 

 携帯やスマートフォンで入手できる情報発信をして欲しいとの声があった。 
 ひとり親になった直後は手続が多く理解ができないという声があった。 

（３）相談時間について 

 夜間に相談したい、夜間の電話相談が欲しい、という声があった。 
 電話相談するには電話代を気にかけてしまうという声があった。 

（４）窓口での接遇について 

 窓口で優しく親切に対応してくれるとホッとする。「書類が多くてごめんなさいね」「何かほかに困
りごとはありませんか」「わからなかったらいつでも言ってくださいね」などの一言がほしい。 

 次にどこに行くように教えてくれても、短期間に自分が動かなければならないのが大変。次の行政
窓口に同行してもらえるなどの丁寧な対応で励まされる。 

（５）高等職業訓練促進給付金の利用について 

 身近にロールモデルがいて、就業後のビジョンが見通せることが大事である。 
 修学による収入減への不安、学習面や体力面での不安の払拭が必要である。 
 資格取得のメリットは、雇用の安定と経済力の向上にある。  



 

ひとり親家庭の

子育てと就業の

健やかな両立を実現

相談

親子支援課が実施するイベント
等、あらゆる機会に支援員が参
加し相談につなぐ

交流

参加者同士の

つながりを促進

就労

雇用の安定と

収入の向上につながる

資格取得支援

⾜⽴区ひとり親家庭支援事業の取組 
「ここに注目！」した調査結果からみえてきたこと 

① 母子世帯の約８割が就労しているが、正規雇用は30.5％にとどまり低収入につながっている。 

正規雇用につながる資格取得に力を入れて就労支援を行う必要があると考える。 

主な事業 

正規雇用につながる資格取得を応援 ○就労支援講座 

○生活支援講座 

○高校卒業程度認定試験合格を応援 

○国家資格取得を応援 

○修学中の生活を応援 

 

② 母子家庭の約２割、父子世帯の約４割は相談相手がいないと回答している。 

気軽に相談できる機会、親子あるいはひとり親家庭同士のコミュニケーション機会を充実

する必要があると考える。 

主な事業 

気軽に相談できる機会（窓口、アウ

トリーチ）と情報発信 

○ひとり親家庭を対象とした「豆の木相談室」において、窓口、電話、メ

ールによる相談 

○親子支援課が実施するすべてのイベント、講座、セミナーに区のひとり

親家庭支援員が参加 

○「ひとり親家庭の暮らしに役立つ応援ブック」の更新および電子化 

○メールマガジン「豆の木メール」による情報発信 

親子、ひとり親家庭同士の交流機会 ○ひとり親家庭のための「サロン豆の木」（区内２ヶ所で定期的に実施） 

○大人数でアウトドアの体験と交流「サロン豆の木スペシャル企画」 

○「サロン豆の木」以外の民間団体、個人、行政など様々な人たちの協力

による体験と交流など、企画内容を増やすことで父子家庭の参加も促進。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行：足立区（平成３０年6月） 

編集：足立区福祉部親子支援課 

連絡先：足立区福祉部親子支援課ひとり親家庭支援担当 

電話：０３－３８８０－５９３２(直通) 

メール：hi-shien@city.adachi.tokyo.jp 

■詳しい調査結果は、

足立区公式ページをご

覧ください。 
■親子支援課(足立区
役所中央館３階)で、調
査報告書をご覧いただ

くことができます。 

QRコード 
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平成３０年度 第１回 足立区地域保健福祉推進協議会 

「子ども支援専門部会」 
平成３０年７月２０日 

件 名 平成２９年度ひとり親家庭向け就労支援・交流事業の実施報告について 

所 管 部 課 福祉部親子支援課 

内 容 

ひとり親家庭を対象とした就労支援セミナー(お仕事応援講座)、交流事業 

（サロン豆の木）を実施したので報告する。 

１ 就労支援セミナー、講座 

（１）実施状況 

 セミナー 

講 座 名 
実施日時 講 師 

募集

人数 

参加数 

(保育) 

1 
仕事と資格の

ミニ説明会 

8月 8、17、18、21

日、各日午前と午後

の 2回 

親子支援課職

員 
計 40 

計 18 

(計 8) 

2 

マザーズハロ

ーワーク日暮

里の活用法 

11月 29日(水) 

10時～12時 

マザーズハロ

ーワーク日暮

里 

10 
2 

(1) 

3 

就労のために

知っておきた

いあれこれ 

12月 5日(火) 

14時～16時 

東京都ひとり 

親家庭支援セ 

ンターはあと 

10 
3 

(0) 

4 

ライフプラン・ 

マネープラン１ 

家計改善のコツ 

1月 20日(土) 

14時～16時 

ファイナン 

シャル 

プランナー 

10 
2 

(0) 

5 

就職･転職活動前に 

知っておきたい 

ポイント講座 

2月 18日(日) 

10時～12時 

NPO法人 

はぴシェア 
10 

1 

(1) 

6 

ライフプラン・ 

マネープラン2 

教育資金 

3月 17日(土) 

10時～12時 

ファイナン 

シャル 

プランナー 

10 
6 

(2) 

7 パソコン講座 1 
3月 16,19,20,22, 

23日 10時～12時 

㈱シグマス

タッフ 
10 

14 

(4) 

8 パソコン講座 2 
3月 26～30日 

10時～12時 

㈱シグマス

タッフ 
10 

14 

(5) 

各回のテーマに沿った講師からの情報提供に加えて、参加者同士の交流を

目的とした時間を設けた。  

 

 

 

情報連絡事項９ 



（２）アンケート結果（１、７、８を除く） 

役に立った 14名(100％) 

期待したほどではなかった ０名(0％) 

（３）セミナー、講座参加後に相談につながった１８名の変化 

就労状況 参加時 現在 活用している支援 

無職 7名 1名 教職訓練受講中(1名) 

パート等 5名 10名 自立支援プログラム活用(1名) 

正規社員 1名 1名  

生活保護受給 0名 1名  

２ 交流事業(サロン豆の木) 

（１）実施状況     （12、16、21は区内団体との協働による事業） 

 開催日 内容 参加 保育 

1 4月 22日 バルーンで遊ぼう 13組/26名 13名 

2 5月 13日 リラックスヨガ 11/22 11名 

3 5月 27日 グリーティングカード作り 14/29 15名 

4 6月 10日 アロマ～防虫スプレー作り～ 18/34 8名 

5 6月 24日 手作りおやつでﾃｨｰﾊﾟｰﾃｨｰ 15/30 13名 

6 7月 8日 みどりのカフェ 18/36 2名 

7 7月 22日 ものづくりの会 23/50 2名 

8 8月 26日 サロン de縁日 31/71 0名 

9 9月 9日 ミラクルクッキング 16/37 4名 

�0 9月 23日 アロマ～ウイルス予防ｽﾌﾟﾚｰ～ 20/43 12名 

11 10月 14日 護身術講習 13/27 3名 

12 10月 28日 デイキャンプでクッキング 12/28  

13 11月 11日 現役銀行マンのお金の話 12/24 9名 

14 11月 25日 リラックスヨガ 10/23 8名 

15 12月 9日 クリスマスグッズ作り 20/43 7名 

16 12月 24日 屋形船でクリスマス 44/105   

17 1月 13日 フリートーク 10/18 4名 

18 1月 27日 フラワーアレンジメント 13/30 0名 

19 2月 10日 イチゴ狩りバスツアー 19/42  

20 2月 24日 チョコレートファウンテン 17/39 0名 

21 3月 10日 中井貴恵の絵本読みきかせ 519名  

22 3月 24日 メイクアップ・セミナー 15/31 10名 

第二、第四土曜日。14時から 16時まで。 

１時間ほど各内容を実施し、その後はフリータイムとして参加者同士の交

流を図った。基本的に出入り自由で気楽に参加できるものとした。 

 



12、16、19は特別体験お出かけ企画として、事前申し込み制で実施し 

た。各回とも定員を超える申し込みがあり抽選となった。 

21は全区民を対象に実施し応募多数のため抽選となったが、申し込み時に

ひとり親家庭であることを告げた家庭はすべて参加可能とした。 

（２）アンケート結果 

  ①企画満足度 （よかった９点～まあまあ５点～それほどでも１点） 

   21番を除く平均 ８．５点 

  ②初回参加者がサロン豆の木を知った媒体 

広報 9 ホームページ 4 メール 141 

ちらし 42 その他 6   

 

３ その他（「サロン豆の木）以外の交流事業」 

 毎月２回定期開催の「サロン豆の木」以外に、他課や区内団体・協力者との協創・

協働により親子が交流できる機会を得た。 

 

 
内 容 

参加人数 

（世帯） 

協働・協創 

パートナー 

１ スイミングレッスン2017 8名 スポーツ振興課 

２ お母さんと一緒にお料理講座 2組 区民参画推進課 

３ 稲毛海浜公園日帰りツアー 5組13名 

5組11名 
丸市田中建設㈱ 

４ あだちのものづくり 32組75名 産業振興課 

５ あだちサンタウォーク 

6組 

あだちサンタ 

ウォーク実行

委員会 

６ ミニコンサート＆ランタンワークシ

ョップ 
7組 

(有)東京芸術セ

ンター 

７ うおぬまde雪国体験 4組9名 環境政策課 

８ 日米対抗ソフトボール、読売ジャイア

ンツ・オープン戦ご招待 
7組14名 丸市田中建設㈱ 

９ 「快盗戦隊ルパンレンジャーVS警察

戦隊パトレンジャー」ショー＆キャラ

ソンＬＩＶＥ 

26組80名 シアター1010 

 

 

 


